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Relation
̶ 1 ̶
て
き
た
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
（
３
）
本
論
で
は
「
風
濤
」
の
本
文
と
井
上
靖
が
用
い
た
創
作
史
料
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
小
説
に
お
け
る
井
上
靖
の
創
作
方
法
を
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
し
て
そ
の
上
で
、
井
上
靖
が
「
風
濤
」
に
お
い
て
、
大
岡
昇
平
の
批
判
に
対
し
て
如
何
な
る
回
答
を
示
し
、
そ
の
中
に
ど
の
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
を
託
し
た
の
か
、
考
察
を
進
め
て
み
た
い
。
一
「
風
濤
」
の
第
一
部
は
、
元
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
高
麗
が
、
日
本
征
討
を
目
指
す
元
よ
り
様
々
な
要
求
を
受
け
、
元
軍
と
高
麗
軍
で
構
成
さ
れ
た
、
そ
の
第
一
次
日
本
出
兵
が
失
敗
に
終
わ
る
ま
で
を
描
く
。
第
二
部
は
、
再
び
日
本
征
討
を
目
指
す
元
か
ら
高
麗
が
や
は
り
様
々
な
要
求
を
受
け
、
元
軍
、
高
麗
軍
に
宋
軍
も
合
わ
せ
た
第
二
次
日
本
出
兵
が
、
こ
れ
ま
た
失
敗
に
終
わ
る
ま
で
を
描
く
。
全
篇
に
亘
っ
て
世
祖
フ
ビ
ラ
イ
が
元
の
統
率
者
と
し
て
物
語
の
背
景
に
存
は
じ
め
に
井
上
靖
の
「
風
濤
」
は
第
一
部
が
昭
和
三
十
八
年
八
月
、
第
二
部
が
同
年
十
二
月
、
計
二
回
に
分
け
て
『
群
像
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
元
寇
を
日
本
の
側
か
ら
で
な
く
、
元
と
日
本
の
狭
間
に
置
か
れ
て
い
た
高
麗
の
立
場
よ
り
描
い
た
長
篇
歴
史
小
説
で
あ
る
。
こ
の
「
風
濤
」
は
良
く
も
悪
く
も
、
史
実
を
尊
重
し
た
「
記
録
体
」
の
小
説
と
評
さ
れ
て
き
た
。
（
１
）
ま
た
「
風
濤
」
が
そ
の
よ
う
な
史
実
重
視
の
姿
勢
で
執
筆
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
本
作
連
載
よ
り
約
二
年
半
前
、
作
者
と
大
岡
昇
平
の
間
で
戦
わ
さ
れ
た
〈『
蒼
き
狼
』
論
争
〉
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
２
）
「
風
濤
」
に
は
井
上
靖
の
詳
細
な
史
料
調
査
の
結
果
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
確
か
に
大
岡
昇
平
と
の
論
争
を
意
識
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
井
上
靖
が
「
風
濤
」
に
お
い
て
、
如
何
な
る
形
で
史
実
を
尊
重
し
、
自
ら
の
モ
チ
ー
フ
を
ど
の
よ
う
に
表
し
て
い
る
の
か
、
実
証
的
な
考
察
が
為
さ
れ
高
　
木
　
伸
　
幸
︱ 
被
支
配
国
の
視
点
と
内
面
描
写 
︱
井
上
靖
「
風
濤
」
論
̶ 2 ̶
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
の
第
四
章
は
「
高
麗
に
於
け
る
林
衍
の
廃
立
と
崔
坦
の
蒙
古
へ
の
叛
附
」、第
五
章
は
「
高
麗
の
還
都
と
三
別
抄
の
叛
」、第
八
章
は
「
金
方
慶
に
対
す
る
讒
訴
と
洪
茶
丘
の
奸
策
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
本
文
を
通
し
て
「
風
濤
」
執
筆
に
必
要
な
知
識
は
概
ね
カ
バ
ー
で
き
る
。
ま
た
「
風
濤
」
に
は
元
か
ら
高
麗
へ
送
ら
れ
る
詔
書
や
、
高
麗
か
ら
元
へ
送
っ
た
国
書
が
多
数
書
き
下
し
文
で
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
大
部
分
は
原
文
が
『
元
寇
の
新
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
７
）
井
上
靖
が
そ
こ
か
ら
得
た
材
料
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
用
い
た
の
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
検
討
す
る
と
し
て
、
同
書
が
「
風
濤
」
の
物
語
の
骨
格
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
確
実
と
言
え
よ
う
。
残
る
「
高
麗
史
」
と
「
元
史
」
の
う
ち
、
前
者
に
つ
い
て
井
上
靖
は
「
明
治
四
十
一
年
十
一
月
発
行
の
国
書
刊
行
会
本
」
を
用
い
た
と
具
体
的
な
テ
キ
ス
ト
を
明
か
し
て
い
る
。
（
８
）
そ
の
検
証
と
し
て
、国
書
刊
行
会
版『
高
麗
史
』（
以
下『
高
麗
史
』）
と
小
説
の
本
文
と
を
少
し
対
比
さ
せ
て
み
た
い
。
「
風
濤
」
第
一
部
の
終
わ
り
近
く
の
こ
と
、
至
元
十
一
年
（
元
宗
十
五
年
）
五
月
十
一
日
に
燕
都
に
お
い
て
高
麗
太
子
の
諶
は
、
元
よ
り
降
嫁
さ
れ
た
公
主
ク
ツ
ル
ガ
イ
ミ
シ
と
「
婚
儀
の
式
」
を
挙
げ
る
。
そ
の
後
、
元
宗
の
崩
御
に
伴
い
諶
は
忠
烈
王
と
し
て
即
位
し
、
ク
ツ
ル
ガ
イ
ミ
シ
は
王
妃
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
。
そ
の
ク
ツ
ル
ガ
イ
ミ
シ
が
高
麗
へ
入
国
す
る
様
子
を
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。
実
際
に
忠
烈
王
は
枢
密
院
副
使
奇
蘊
を
公
主
を
迎
え
さ
せ
る
た
め
に
元
す
る
一
方
で
、
第
一
部
で
は
高
麗
王
の
元
宗
が
、
第
二
部
で
は
元
宗
の
死
後
に
即
位
し
た
忠
烈
王
が
、そ
れ
ぞ
れ
高
麗
側
の
中
心
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
「
風
濤
」
の
創
作
に
あ
た
っ
て
、
井
上
靖
は
如
何
な
る
史
料
を
活
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
考
察
の
初
め
に
確
か
め
て
お
き
た
い
。
井
上
靖
は
「
あ
と
が
き
」（『
井
上
靖
歴
史
小
説
集
第
五
巻
』
昭
和
五
十
六
年
十
月
、
岩
波
書
店
）
で
、
元
寇
を
高
麗
側
よ
り
描
く
と
い
う
「
風
濤
」
の
発
想
は
「
池
内
宏
氏
の
大
著
『
元
寇
の
新
研
究
』（
注
、昭
和
六
年
八
月
、東
洋
文
庫
）
か
ら
頂
い
」た
と
記
す
。「
風
濤
」の
執
筆
に
際
し
て「
池
内
氏
の
大
著
の
他
に
は
、
『
高
麗
史
』
と
『
元
史
』
だ
け
を
座
右
に
置
い
た
」
と
書
い
て
い
る
。
結
論
か
ら
記
せ
ば
、
こ
こ
で
井
上
靖
の
挙
げ
て
い
る
三
つ
の
文
献
が
、
実
際
に
「
風
濤
」
創
作
の
主
な
参
考
史
料
で
あ
っ
た
と
見
て
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
松
島
栄
一
（
４
）
や
熊
木
哲
（
５
）
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
三
つ
の
中
で
も
池
内
宏
『
元
寇
の
新
研
究
』
が
最
大
の
依
拠
史
料
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
（
６
）
。
例
え
ば
「
風
濤
」
で
は
、そ
の
第
一
部
で
、元
の
第
一
次
日
本
征
討
へ
繋
が
っ
て
い
く
事
件
と
し
て
、〈
林
衍
に
よ
る
王
の
廃
立
事
件
〉、〈
崔
坦
な
る
人
物
に
よ
る
乱
〉、〈
還
都
に
反
対
し
た
三
別
抄
の
乱
〉
等
に
大
き
く
筆
を
割
い
て
い
る
。
第
二
部
で
は
、
高
麗
国
内
で
達
魯
花
赤
（
元
よ
り
高
麗
へ
派
遣
さ
れ
て
い
る
駐
箚
機
関
）
が
強
い
勢
力
を
持
ち
始
め
、
元
の
鎮
国
上
将
軍
征
東
都
元
帥
・
洪
茶
丘
が
高
麗
へ
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
事
件
と
し
て
、
〈
斉
安
公
淑
、
金
方
慶
ら
高
麗
政
府
の
要
人
に
対
す
る
誣
告
〉、〈
金
方
慶
に
対
す
る
誣
告
と
奉
恩
寺
で
の
訊
問
〉
を
描
く
。
対
し
て
池
内
宏
『
元
寇
の
新
研
究
』
̶ 3 ̶
井
上
靖
が
こ
の
記
述
を
直
接
参
照
し
、
該
当
の
場
面
を
描
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
『
元
寇
の
新
研
究
』
で
は
、
第
七
章
「
元
の
第
一
次
日
本
征
伐
―
文
永
の
役
」
の
中
で
「（
前
略
）
諶
が
燕
都
に
於
て
世
祖
の
女
忽ク
ツ
ル
ガ
イ
ミ
シ
都
魯
掲
里
迷
失
公
主
（
斉
国
大
長
公
主
）
に
尚
し
た
の
は
、
本
年
（
至
元
十
一
年
）
五
月
十
一
日
（
丙
戌
）
で
あ
つ
た
」
と
記
し
て
お
り
、
巻
末
年
表
に
も
そ
の
旨
記
載
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
の
詳
し
い
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
井
上
靖
は
一
次
史
料
の
『
高
麗
史
』
を
も
直
接
参
照
す
る
こ
と
で
、『
元
寇
の
新
研
究
』
に
は
欠
け
て
い
る
史
料
を
補
い
、
小
説
の
場
面
を
よ
り
詳
し
く
史
実
に
沿
っ
た
形
に
仕
上
げ
た
の
で
あ
る
。
（
９
）
残
る
「
元
史
」
に
つ
い
て
、
井
上
靖
は
具
体
的
な
テ
キ
ス
ト
が
何
で
あ
っ
た
か
記
し
て
い
な
い
。手
掛
か
り
と
し
て
、作
中
の
一
人
の
人
物
名
に
留
意
し
た
い
。
「
風
濤
」
で
は
、
世
祖
が
日
本
へ
送
る
国
信
使
の
人
名
を
「
赫
徳
」
と
記
し
て
い
る
。
井
上
靖
は
こ
の
人
物
の
名
称
に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
に
書
く
。）
10
（
（
前
略
）
人
名
は
、
明
ら
か
に
元
側
の
人
物
と
思
わ
れ
る
も
の
は
『
元
史
』
記
載
の
も
の
を
使
い
、
高
麗
側
の
人
物
と
思
わ
れ
る
も
の
は
『
高
麗
史
』
記
載
の
も
の
を
使
っ
た
。
一
例
を
挙
げ
る
と
同
一
人
物
が
『
元
史
』
で
は
〝
赫
徳
〞、『
高
麗
史
』
で
は
〝
黒
的
〞
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
明
ら
か
に
元
か
ら
派
遣
さ
れ
て
来
た
人
物
で
あ
る
の
で
、『
元
史
』の〝
赫
徳
〞
の
方
を
採
用
し
て
い
る
。
該
当
の
人
物
に
つ
い
て
、『
元
寇
の
新
研
究
』
お
よ
び
『
高
麗
史
』
を
見
る
と
、
に
遣
わ
し
て
あ
っ
た
。（
中
略
）
忠
烈
王
は
公
主
を
迎
え
る
た
め
に
西
北
面
に
幸
し
た
。（
中
略
）
公
主
の
開
京
に
は
い
る
日
は
、
妃
妾
、
諸
宮
主
、
宰
枢
た
ち
の
室
、
い
ず
れ
も
礼
服
を
纏
っ
て
都
の
北
郊
ま
で
出
向
き
、
宰
枢
や
百
官
た
ち
は
国
清
寺
の
門
前
に
並
ん
で
、公
主
の
駕
を
迎
え
た
。（
中
略
）
忠
烈
王
は
都
城
へ
は
い
る
前
に
公
主
を
輦
に
迎
え
、
公
主
と
輦
を
同
じ
く
し
て
都
へ
は
い
っ
た
。（
中
略
）
一
人
の
老
人
が
街
上
で
、
紙
に
公
主
を
迎
え
る
賀
詞
を
書
い
た
。（
中
略
）
そ
の
最
初
の
詩
句
は
次
の
よ
う
な
言
葉
で
あ
っ
た
。
／
―
図
ら
ざ
り
き
、
百
年
の
鋒
鏑
の
余
、
復
太
平
の
期
を
見
ん
と
は
。
／
輦
が
王
宮
へ
入
る
と
、
世
祖
に
命
じ
ら
れ
て
公
主
に
従
っ
て
来
た
脱
忽
は
、
ま
ず
穹
廬
を
張
り
、
白
羊
の
膏
を
以
て
、
そ
れ
を
祓
っ
た
。
対
し
て
『
高
麗
史
』
の
巻
八
十
九
列
伝
第
二
「
后
妃
二
・
忠
烈
王
斉
国
大
長
公
主
名
忽
都
魯
掲
里
迷
失
」
を
見
る
と
、
元
公
主
の
高
麗
入
国
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
遣
枢
密
院
副
使
奇
蘊
逆
公
主
于
元
王
幸
西
北
面
迎
之
又
令
妃
嬪
諸
宮
主
及
宰
枢
夫
人
出
迎
宰
枢
百
官
迎
于
国
清
寺
門
前
王
与
公
主
同
輦
入
京
父
老
相
慶
曰
不
図
百
年
鋒
鏑
之
余
復
見
太
平
之
期
時
帝
令
脱
忽
送
公
主
脱
忽
先
至
張
穹
廬
祓
以
白
羊
膏
（
枢
密
院
副
使
奇
蘊
を
遣
は
し
て
公
主
を
元
よ
り
逆むか
へ
し
め
、
王
西
北
面
に
幸
し
之
を
迎
ふ
。
又
妃
嬪
・
諸
宮
主
及
び
宰
枢
夫
人
を
し
て
出
で
て
迎
へ
し
め
、
宰
枢
百
官
国
清
寺
の
門
前
に
迎
ふ
。
王
公
主
と
輦
を
同
じ
く
し
て
入
京
す
。
父
老
相
慶
び
て
曰
く
、「
図
ら
ざ
り
き
百
年
鋒
鏑
の
余
、
復ま
た
太
平
の
期
を
見
ん
と
は
」
と
。
帝
脱
忽
を
し
て
公
主
を
送
ら
し
め
、
脱
忽
先
に
至
り
て
穹
廬
を
張
り
、
祓
ふ
に
白
羊
の
膏
を
以
て
す
。）
̶ 4 ̶
「
風
濤
」
第
二
部
に
は
、
宋
軍
よ
り
元
に
降
っ
た
将
の
一
人
と
し
て
范
文
虎
が
登
場
す
る
。
范
文
虎
は
、「
元
史
」
で
は
伝
が
立
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、）15
（
『
元
寇
の
新
研
究
』
に
お
い
て
も
、
そ
の
人
物
像
に
つ
い
て
詳
し
い
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
だ
が
「
新
元
史
」
を
見
る
と
、巻
一
七
七
列
伝
第
七
十
四
に
「
范
文
虎
伝
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
以
下
の
ご
と
き
記
述
が
為
さ
れ
て
い
る
。
台
北
・
開
明
書
店
版
『
新
元
史
』）16
（
（
一
九
三
五
年
六
月
）
よ
り
引
用
す
る
。
宋
咸
淳
中
遷
殿
前
副
指
揮
使
阿
朮
攻
襄
樊
宋
以
文
虎
統
禁
軍
来
援
遂
蓄
異
志
軍
中
為
楽
日
与
妓
妾
撃
鞠
宴
飲
不
進
攻
比
戦
又
不
力
兵
屢
敗
所
喪
舟
械
甚
多
及
襄
樊
陷
給
事
中
陳
宜
中
請
誅
文
虎
賈
似
道
庇
之
止
降
一
官
仍
知
安
慶
府
（
宋
の
咸
淳
中
、
殿
前
副
指
揮
使
に
遷
る
。
阿
朮
襄
樊
を
攻
め
、
宋
文
虎
を
以
て
禁
軍
を
統
べ
来
援
す
。
遂
に
異
志
を
蓄
へ
、
軍
中
に
楽
を
為
し
、
日ひび
妓
妾
と
撃
鞠
宴
飲
し
、
進
攻
せ
ず
、
戦
う
比ごと
に
又
力
め
ず
、
兵
屢
敗
れ
、
喪
ふ
所
の
舟
械
甚
だ
多
し
。
襄
樊
陥おち
いる
に
及
び
、
給
事
中
陳
宜
中
文
虎
を
誅
す
る
を
請
ふ
も
、
賈
似
道
之
を
庇
ひ
、
止
だ
一
官
を
降
す
の
み
に
し
て
、
仍
ほ
知
安
慶
府
た
り
。）
「
風
濤
」
第
二
部
に
お
い
て
、
范
文
虎
の
人
物
像
を
描
い
た
以
下
の
文
章
が
、
こ
の
「
新
元
史
」
の
記
述
を
活
か
し
て
い
る
こ
と
は
、言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
世
祖
の
問
い
に
范
文
虎
が
答
え
た
内
容
を
記
し
て
い
る
。
元
将
阿
朮
に
依
っ
て
襄
陽
城
が
攻
め
落
さ
れ
る
時
の
こ
と
で
あ
る
が
、
范
文
虎
は
命
を
受
け
、
禁
軍
を
率
い
て
襄
陽
城
救
援
に
馳
せ
向
っ
た
。
そ
の
時
范
文
虎
は
軍
中
で
妓
妾
と
宴
飲
し
て
、
す
っ
か
り
酩
酊
し
、
つ
い
に
進
軍
の
機
を
失
し
た
。
た
め
に
戦
は
宋
軍
に
不
利
と
な
り
、
襄
陽
城
は
落
な
る
ほ
ど
「
黒
的
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
「
元
史
」
に
お
い
て
は
、
井
上
靖
の
「
風
濤
」
執
筆
時
、
既
に
日
本
の
大
学
図
書
館
等
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
一
般
的
な
テ
キ
ス
ト
を
見
て
み
た
い
。
次
の
二
種
類
が
挙
げ
ら
れ
る
。
清
・
乾
隆
四
年
（
一
七
三
九
年
）
に
武
英
殿
で
校
訂
・
刊
行
さ
れ
た
武
英
殿
本
（『
欽
定
元
史
』）
の
系
列
と
、
そ
の
武
英
殿
本
の
不
備
を
正
す
目
的
で
、
商
務
印
書
館
よ
り
一
九
三
五
年
十
二
月
に
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
『
百
衲
本
二
十
四
史
・
元
史
』
の
系
列
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
中
、『
百
衲
本
二
十
四
史
・
元
史
』
で
は
該
当
の
人
物
名
が
「
黒
的
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、『
欽
定
元
史
』
で
は
確
か
に
「
赫
徳
」
と
な
っ
て
い
る
。）
11
（
井
上
靖
は
武
英
殿
本
を
主
に
活
用
し
た
と
推
察
で
き
よ
う
。
な
お
管
見
に
よ
れ
ば
当
時
、
日
本
の
出
版
社
よ
り
「
元
史
」
全
体
を
収
め
た
テ
キ
ス
ト
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
「
元
史
」
の
一
部
を
収
め
た
選
集
で
あ
れ
ば
、
和
田
清
・
石
原
道
博
編
訳
『
旧
唐
書
倭
国
日
本
伝
・
宋
史
日
本
伝
・
元
史
日
本
伝
』（
昭
和
三
十
一
年
九
月
、
岩
波
文
庫
。
以
下
「
元
史
日
本
伝
」）
が
出
て
い
た
。
こ
の
「
元
史
日
本
伝
」
で
も
表
記
は
「
赫
徳
」
に
な
っ
て
い
る
。）
12
（
同
書
は
「
元
史
」
の
中
で
も
元
寇
に
関
わ
る
記
述
を
収
め
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
上
に
、
井
上
靖
の
旧
蔵
書
を
保
管
・
管
理
し
て
い
る
神
奈
川
近
代
文
学
館
の
井
上
靖
文
庫
に
所
蔵
も
さ
れ
て
い
る
。）
13
（
井
上
靖
は
「
元
史
日
本
伝
」
を
「
元
史
」
読
解
の
い
わ
ば
補
助
教
材
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
井
上
靖
は
「
風
濤
」
の
創
作
史
料
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
元
史
」
で
は
な
い
が
、「
新
元
史
」）14
（
も
活
用
し
た
形
跡
が
あ
る
。
̶ 5 ̶
溢
れ
た
国
書
」
を
返
し
て
来
る
。「
こ
れ
ま
で
の
蒙
古
の
過
酷
な
要
求
を
考
え
る
と
到
底
信
ず
る
こ
と
が
で
き
ぬ
よ
う
な
寛
大
な
措
置
で
あ
り
、
言
辞
で
あ
っ
た
」。
し
か
し
、
そ
の
後
、
フ
ビ
ラ
イ
は
「
好
銅
二
万
斤
の
進
献
」
等
を
命
じ
て
く
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
十
分
応
じ
ら
れ
な
い
高
麗
に
対
し
て
、
さ
ら
に
厳
し
い
文
言
の
詔
書
を
送
っ
て
来
る
。「
余
は
卿
の
奏
請
し
た
こ
と
は
す
べ
て
こ
れ
を
聞
き
届
け
た
」「
即
刻
そ
れ
を
履
行
せ
よ
」。
元
宗
は
直
ち
に
使
者
を
送
る
も
、
そ
の
使
者
は
追
い
返
さ
れ
て
し
ま
う
。
元
宗
は
改
め
て
国
内
の
状
況
を
詳
細
に
説
明
し
た
長
い
文
面
の
書
を
送
り
、「
履
行
の
延
期
方
を
願
い
出
た
」。
世
祖
フ
ビ
ラ
イ
よ
り
「
こ
ん
ど
は
寛
大
な
言
辞
で
綴
ら
れ
た
詔
」
が
返
さ
れ
て
来
た
。
対
し
て
『
元
寇
の
新
研
究
』。
ま
ず
そ
の
第
一
章
「
蒙
古
の
高
麗
征
伐
」
に
お
い
て
、
高
麗
の
太
子
倎
が
元
に
入
朝
し
、
降
伏
し
た
経
緯
を
解
説
し
て
い
る
。
次
い
で
第
二
章
「
世
祖
の
高
麗
懐
柔
」
で
は
、
世
祖
忽ク
ビ
ラ
イ
必
烈
（
注
、
作
中
フ
ビ
ラ
イ
）
が
「
高
麗
の
要
望
す
る
条
項
の
殆
ど
総
て
を
容
れ
た
」
こ
と
を
説
明
し
た
上
で
、
以
下
の
よ
う
に
考
察
し
て
い
る
。
か
く
の
如
く
世
祖
は
高
麗
に
対
し
て
頗
る
寛
大
な
る
態
度
を
示
し
た
が
、
そ
れ
は
過
去
三
十
年
間
の
用
兵
の
結
果
を
利
用
し
て
、
根
本
的
に
此
の
国
を
服
属
さ
せ
よ
う
と
す
る
一
の
手
段
で
あ
つ
た
に
ち
が
ひ
な
い
。
随
つ
て
時
に
は
ま
た
そ
の
厳
粛
な
る
一
面
を
現
は
し
、
彼
れ
を
し
て
徒
ら
に
恩
に
馴
れ
さ
せ
な
い
や
う
に
し
た
。
そ
の
後
、
忽
必
烈
は
「
好
銅
二
万
斤
の
進
献
の
命
」
を
出
し
、「
其
の
履
行
に
つ
い
て
の
返
答
を
求
め
た
」。
高
麗
が
「
国
内
の
疲
弊
の
状
を
陳
べ
、
要
求
ち
、
范
文
虎
は
す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
死
罪
に
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、さ
い
わ
い
一
官
を
免
じ
ら
れ
て
知
安
慶
府
と
な
る
こ
と
で
収
ま
っ
た
。
以
上
の
ご
と
く
、
井
上
靖
は
「
風
濤
」
創
作
に
必
要
な
基
本
的
知
識
を
主
に
池
内
宏
『
元
寇
の
新
研
究
』
よ
り
修
得
し
て
い
た
。
不
足
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
一
次
史
料
の
「
高
麗
史
」「
元
史
」
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
た
。「
高
麗
史
」
は
国
書
刊
行
会
版
を
使
用
し
、「
元
史
」
は
武
英
殿
本
の
『
欽
定
元
史
』
を
主
に
活
用
し
な
が
ら
、
岩
波
文
庫
「
元
史
日
本
伝
」
や
「
新
元
史
」
も
参
照
し
、
よ
り
広
く
文
献
を
漁
っ
て
い
た
と
言
い
得
る
。
井
上
靖
が
史
料
を
精
査
し
、
史
実
尊
重
の
姿
勢
で
「
風
濤
」
を
執
筆
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
ま
ず
確
認
で
き
た
と
言
え
よ
う
。
二
―
（
１
）
井
上
靖
が
最
大
の
依
拠
資
料
で
あ
る
『
元
寇
の
新
研
究
』
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
の
か
、
少
し
詳
し
く
検
討
し
た
い
。
「
風
濤
」
第
一
部
の
一
章
、
小
説
全
体
の
冒
頭
部
か
ら
見
て
み
た
い
。
高
麗
の
太
子
倎
は
降
表
を
持
っ
て
蒙
古
に
入
り
、
憲
宗
崩
御
後
の
後
継
者
と
目
さ
れ
て
い
る
フ
ビ
ラ
イ
と
対
面
す
る
。
最
初
の
面
会
は
短
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
倎
は
フ
ビ
ラ
イ
か
ら
温
か
い
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
。
倎
は
亡
き
高
宗
の
あ
と
を
受
け
て
高
麗
王
・
元
宗
と
な
り
、
フ
ビ
ラ
イ
も
蒙
古
の
合
罕
・
新
帝
世
祖
と
し
て
即
位
す
る
。
元
宗
は
高
麗
が
降
伏
す
る
に
あ
た
っ
て
元
に
希
望
条
件
を
い
く
つ
か
出
し
て
い
た
が
、
世
祖
フ
ビ
ラ
イ
は
「
そ
の
殆
ど
総
て
を
容
れ
た
」「
温
情
に
̶ 6 ̶
世
祖
贔
屓
」
と
な
り
、「
世
祖
フ
ビ
ラ
イ
に
対
し
て
温
情
を
求
め
、
そ
れ
に
依
っ
て
国
を
樹
て
よ
う
と
考
え
」
て
い
く
。
だ
が
実
際
は
、
フ
ビ
ラ
イ
よ
り
高
麗
へ
過
酷
な
要
求
が
次
々
と
突
き
付
け
ら
れ
て
い
く
。
第
一
部
の
最
終
六
章
に
至
る
と
、
元
宗
は
死
を
前
に
し
て
、
次
の
よ
う
な
心
境
を
抱
い
て
い
る
。
き
の
う
ま
で
は
世
祖
の
顔
を
眼
に
浮
か
べ
、
そ
の
中
か
ら
温
情
を
引
き
出
そ
う
と
思
う
と
、
そ
れ
は
い
つ
で
も
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
ち
ら
の
真
意
さ
え
相
手
に
通
じ
れ
ば
、
必
ず
や
こ
ち
ら
の
言
う
こ
と
が
解
っ
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
顔
で
あ
っ
た
。
／
と
こ
ろ
が
、
元
宗
は
今
朝
か
ら
ど
う
い
う
も
の
か
、
い
く
ら
世
祖
の
顔
を
眼
に
浮
か
べ
て
も
、
い
つ
も
の
世
祖
の
温
顔
は
浮
か
ん
で
来
な
か
っ
た
。
冷
酷
と
言
う
の
で
も
な
く
、
貪
欲
と
言
う
の
で
も
な
か
っ
た
。
た
だ
、
自
分
に
対
か
い
合
っ
て
い
る
者
の
言
う
こ
と
を
、
そ
れ
を
聞
く
と
い
う
よ
う
な
聞
き
方
で
は
何
も
聞
い
て
い
な
い
ひ
ど
く
大
き
な
顔
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
高
麗
を
己
が
版
図
に
入
れ
よ
う
と
思
っ
た
ら
そ
う
す
る
顔
で
あ
り
、
日
本
征
討
を
高
麗
の
犠
牲
の
上
に
為
そ
う
と
思
っ
た
ら
、
そ
れ
を
必
ず
為
し
と
げ
る
顔
で
あ
っ
た
。
／
（
中
略
）
世
祖
フ
ビ
ラ
イ
が
い
か
な
る
人
間
で
あ
る
か
、
い
ま
に
し
て
初
め
て
自
分
な
り
の
摑
み
方
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
筈
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
い
て
、
や
は
り
世
祖
の
顔
を
眼
に
浮
か
べ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
『
元
寇
の
新
研
究
』
に
お
い
て
、
元
宗
が
こ
う
い
っ
た
心
境
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
直
接
的
に
示
し
た
史
料
が
提
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
井
上
靖
の
創
作
で
あ
る
。
し
か
し
単
な
る
想
像
で
な
く
、『
元
寇
の
新
研
究
』
事
項
の
履
行
の
延
期
を
哀
願
す
る
に
及
び
」、
忽
必
烈
は
「
再
び
寛
大
な
る
態
度
を
示
し
た
」。
井
上
靖
が
こ
れ
ら
の
記
述
を
参
照
し
、「
風
濤
」
第
一
部
の
一
章
を
創
り
上
げ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
物
語
の
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、
一
部
の
細
か
な
文
言
ま
で
、『
元
寇
の
新
研
究
』
の
そ
れ
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
風
濤
」
と
『
元
寇
の
新
研
究
』そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
の
置
き
方
に
注
意
し
な
が
ら
、「
風
濤
」
に
お
け
る
フ
ビ
ラ
イ
と
元
宗
の
人
物
造
形
を
考
え
て
み
た
い
。
『
元
寇
の
新
研
究
』
第
一
章
、
第
二
章
で
は
、
そ
の
表
題
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
蒙
古
の
側
、「
世
祖
忽
必
烈
」
の
視
点
か
ら
考
察
を
進
め
て
い
る
。
特
に
「
寛
大
な
る
態
度
」
と
そ
の
後
の
「
厳
粛
な
る
一
面
」
が
高
麗
を
服
属
さ
せ
る
た
め
の
「
手
段
」
だ
と
い
う
、
世
祖
の
策
略
に
踏
み
込
ん
で
い
る
。
一
方
の
「
風
濤
」。
世
祖
が
如
何
な
る
考
え
を
抱
い
て
い
る
か
、
全
篇
を
通
し
て
彼
の
内
面
か
ら
描
き
出
す
こ
と
は
な
い
。
反
対
に
元
宗
に
つ
い
て
は
世
祖
と
接
し
、
世
祖
の
命
を
受
け
る
形
で
、
そ
の
心
境
に
多
く
筆
を
割
い
て
い
る
。
井
上
靖
は
『
元
寇
の
新
研
究
』
で
確
認
で
き
る
史
実
に
従
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
の
材
料
を
高
麗
側
の
視
点
に
置
き
換
え
て
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
作
中
で
元
宗
が
フ
ビ
ラ
イ
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
、
具
体
的
に
確
か
め
て
み
よ
う
。
元
宗
は
ま
だ
太
子
・
倎
で
あ
っ
た
頃
、
初
め
て
フ
ビ
ラ
イ
と
面
会
し
、
そ
の
温
か
い
態
度
か
ら
「
一
種
の
陶
酔
感
と
言
っ
て
い
い
思
い
を
味
わ
」い
、高
麗
王
・
元
宗
と
な
っ
て
世
祖
の
寛
大
な
詔
諭
に
接
し
た
時
に
は
「
慟
哭
」
が
突
き
上
げ
て
き
た
。
か
く
て
元
宗
は
「
高
麗
朝
に
於
け
る
た
だ
一
人
の
̶ 7 ̶
要
求
を
突
き
付
け
る
元
の
重
臣
・
洪
茶
丘
の
職
任
を
増
や
さ
な
い
こ
と
な
ど
、
「
高
麗
が
希
望
す
る
七
つ
の
こ
と
を
世
祖
に
奏
し
」、
全
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
忠
烈
王
は
世
祖
よ
り
「
駙
馬
国
王
」、「
大
元
帝
国
の
皇
帝
フ
ビ
ラ
イ
の
女
婿
」
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
高
麗
は
元
よ
り
日
本
征
討
に
向
け
た
加
重
な
負
担
を
強
い
ら
れ
つ
つ
も
、「
僅
か
な
が
ら
生
き
る
望
み
」
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
は
や
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
、
こ
う
い
っ
た
忠
烈
王
の
足
跡
は
『
元
寇
の
新
研
究
』
に
典
拠
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、「
風
濤
」
と
『
元
寇
の
新
研
究
』
で
は
、
忠
烈
王
が
元
に
対
し
て
何
故
そ
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
ん
だ
の
か
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
解
釈
が
一
致
し
て
い
な
い
。
先
に
『
元
寇
の
新
研
究
』
か
ら
挙
げ
る
と
、
そ
の
第
九
章
「
再
度
の
日
本
征
伐
の
遂
行
せ
ら
る
ゝ
ま
で
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
考
察
が
為
さ
れ
て
い
る
。
世
祖
の
皇
女
忽ク
ツ
ル
ガ
イ
ミ
シ
都
魯
掲
里
迷
失
が
忠
烈
王
の
王
妃
と
な
つ
て
か
ら
、
元
室
と
王
氏
と
は
一
家
の
如
く
、
元
と
高
麗
と
は
一
国
の
如
く
な
つ
た
が
、
忠
烈
王
が
自
ら
進
ん
で
蒙
古
の
風
俗
を
採
用
し
た
の
も
注
意
す
べ
き
事
実
で
あ
る
。（
中
略
）
王
が
自
国
の
風
俗
を
改
め
る
や
う
に
し
た
の
は
、
全
く
王
の
自
由
意
志
に
本
づ
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
か
や
う
な
点
か
ら
考
へ
て
み
る
と
、
今
回
の
征
日
本
計
画
に
対
す
る
忠
烈
王
の
態
度
は
、
前
回
の
役
に
先
立
つ
父
王
元
宗
の
そ
れ
の
如
く
、
専
ら
自
国
の
利
害
関
係
か
ら
の
み
割
り
出
さ
れ
て
ゐ
た
と
は
思
は
れ
な
い
。（
中
略
）
免
れ
ん
と
欲
し
て
免
れ
難
い
命
の
到
る
に
及
ん
で
は
、
国
家
の
力
の
堪
へ
得
る
限
り
、
上
国
に
見
る
世
祖
の
政
策
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
受
け
取
る
高
麗
王
の
立
場
か
ら
捉
え
直
し
た
内
面
描
写
と
言
え
る
。
つ
ま
り
井
上
靖
は
『
元
寇
の
新
研
究
』
を
通
し
て
、
元
と
高
麗
の
関
係
、
特
に
世
祖
の
高
麗
政
策
に
つ
い
て
詳
し
い
知
識
を
得
、
そ
れ
を
拠
り
所
と
し
な
が
ら
、
被
支
配
国
の
立
場
に
置
か
れ
た
高
麗
人
の
心
境
を
推
察
し
た
。
特
に
高
麗
王
・
元
宗
は
、
世
祖
フ
ビ
ラ
イ
か
ら
見
事
に
懐
柔
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
物
だ
と
解
釈
し
た
。
世
祖
を
信
じ
、
温
情
を
求
め
つ
つ
も
裏
切
ら
れ
、
失
意
の
中
に
死
を
迎
え
て
い
く
、
そ
の
人
物
像
と
心
の
変
遷
を
右
の
ご
と
く
表
現
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
そ
の
元
宗
の
人
物
像
を
反
射
鏡
と
し
て
、
支
配
国
で
あ
る
元
の
君
主
・
世
祖
フ
ビ
ラ
イ
の
強
か
で
不
気
味
な
相
貌
を
も
間
接
的
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
よ
う
。
二
―
（
２
）
次
に
元
宗
の
後
を
継
い
だ
忠
烈
王
の
人
物
造
形
つ
い
て
、
や
は
り
フ
ビ
ラ
イ
と
の
関
係
か
ら
考
察
し
て
み
よ
う
。
作
中
よ
り
忠
烈
王
と
世
祖
の
関
わ
り
を
掻
い
摘
ん
で
記
せ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
先
に
も
触
れ
た
通
り
、
忠
烈
王
は
元
よ
り
世
祖
の
娘
、
公
主
ク
ツ
ル
ガ
イ
ミ
シ
を
降
嫁
さ
れ
る
。以
来「
忠
烈
王
は
朝
臣
に
み
な
開
剃
す
る
こ
と
を
命
じ
た
」。
さ
ら
に
忠
烈
王
は
、元
の
第
二
次
日
本
征
討
に
あ
た
っ
て
、自
ら「
東
征
の
こ
と
、
入
朝
し
て
、
そ
の
旨
を
受
け
ん
」
と
考
え
、「
高
麗
が
国
を
挙
げ
て
自
ら
日
本
征
討
の
役
へ
は
い
っ
て
行
く
」
方
針
を
取
っ
た
。
そ
の
上
で
、
高
麗
に
冷
酷
な
̶ 8 ̶
う
に
、
高
麗
と
い
う
国
を
独
立
し
た
国
と
し
て
は
考
え
て
い
な
い
。
父
王
も
こ
の
際
従
来
の
考
え
方
を
、
一
藩
属
国
の
長
と
し
て
世
祖
に
臣
事
す
る
ぐ
ら
い
の
気
持
に
切
り
替
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
い
う
気
持
に
な
っ
た
時
初
め
て
、
国
を
樹
て
て
行
く
道
も
自
か
ら
開
け
て
行
く
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
外
に
高
麗
の
生
き
て
行
く
道
は
な
い
と
思
う
。（
中
略
）
大
国
に
隣
し
て
国
を
樹
て
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
大
国
の
内
側
に
は
い
っ
て
、
そ
の
一
部
と
し
て
国
を
樹
て
て
行
く
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
『
元
寇
の
新
研
究
』
も
、「
風
濤
」
も
、
辮
髪
・
胡
服
の
採
用
と
東
征
へ
の
姿
勢
に
つ
い
て
、
忠
烈
王
の
自
主
性
を
強
調
し
て
い
る
点
で
は
同
じ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
前
者
で
は
、
そ
れ
が
元
と
高
麗
が
親
子
関
係
に
な
っ
た
故
の
忠
烈
王
の
よ
り
自
然
な
復
命
と
捉
え
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
で
は
、
忠
烈
王
が
高
麗
を
守
る
た
め
の
や
む
を
得
な
い
決
断
と
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。「
風
濤
」
で
の
表
現
は
、『
元
寇
の
新
研
究
』
が
否
定
し
た
青
山
公
亮
の
見
解
に
む
し
ろ
近
く
、
そ
れ
を
忠
烈
王
の
よ
り
前
向
き
で
積
極
的
な
姿
勢
に
描
き
直
し
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
昭
和
六
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
元
寇
の
新
研
究
』
に
は
、
台
湾
、
韓
国
を
植
民
地
と
し
、
満
洲
事
変
勃
発
直
前
で
あ
っ
た
当
時
の
日
本
の
世
相
が
反
映
さ
れ
た
側
面
も
あ
ろ
う
。
被
支
配
国
が
支
配
国
へ
、
よ
り
自
然
な
気
持
ち
で
服
従
す
る
姿
勢
を
読
み
取
る
そ
の
考
察
に
は
、帝
国
主
義
的
な
思
想
が
垣
間
見
え
る
。
井
上
靖
は
戦
後
を
生
き
る
日
本
人
と
し
て
、
承
服
し
か
ね
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。『
元
寇
の
新
研
究
』
に
見
る
史
実
を
活
か
し
つ
つ
も
、
そ
の
の
命
に
副
ふ
や
う
に
努
め
た
の
で
あ
ら
う
。
さ
う
し
て
到
底
堪
へ
難
い
負
担
に
つ
い
て
は
、
あ
か
ら
さ
ま
に
其
の
事
情
を
陳
弁
し
、
又
た
当
然
要
求
す
べ
き
も
の
は
、
進
ん
で
之
を
要
求
し
た
の
で
あ
ら
う
。
随
つ
て
世
祖
も
快
く
其
の
奏
請
を
認
容
し
た
の
で
あ
ら
う
。
加
え
て
同
書
は
、忠
烈
王
の
姿
勢
か
ら
「
自
国
の
国
力
の
消
極
的
擁
護
政
策
」
と
「
自
国
の
苦
境
を
緩
く
し
、
そ
の
負
担
と
苦
痛
と
を
尠
か
ら
し
め
む
と
す
る
願
望
」
を
読
み
取
る
青
山
公
亮
の
論
考）17
（
に
触
れ
、
自
説
と
は
「
相
当
な
距
離
が
あ
る
」
と
否
定
し
て
い
る
。
対
し
て
「
風
濤
」
で
は
、
忠
烈
王
の
日
本
征
討
へ
の
在
り
方
に
つ
い
て
「
同
じ
火
を
浴
び
る
な
ら
、
自
ら
進
ん
で
そ
の
中
へ
は
い
っ
て
行
く
方
が
、
死
中
に
活
を
求
め
る
理
に
適
っ
て
い
る
こ
と
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
王
が
自
ら
よ
し
と
し
て
選
ん
だ
国
を
樹
て
て
行
く
一
つ
の
行
き
方
」
だ
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
忠
烈
王
が
ま
だ
太
子
・
諶
で
あ
っ
た
頃
、
自
ら
開
剃
・
辮
髪
し
胡
服
を
纏
っ
た
心
境
に
つ
い
て
、
以
下
の
ご
と
く
表
し
て
い
る
。
開
剃
・
辮
髪
を
批
判
す
る
父
・
元
宗
へ
諶
が
反
駁
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
（
前
略
）
諶
は
、
高
麗
が
元
か
ら
課
せ
ら
れ
て
い
る
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
入
朝
者
が
辮
髪
し
、
胡
服
を
纏
う
ぐ
ら
い
の
こ
と
が
何
で
あ
ろ
う
か
、
と
言
っ
た
。（
中
略
）
蒙
古
は
も
は
や
き
の
う
ま
で
の
蒙
古
で
は
な
く
、
大
元
国
で
あ
る
。（
中
略
）
現
在
、
高
麗
は
形
の
上
で
は
一
国
と
し
て
の
体
面
を
持
し
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
大
元
国
の
一
藩
属
国
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。（
中
略
）
彼
等
は
父
王
が
考
え
て
い
る
よ
̶ 9 ̶
持
た
せ
て
い
る
。
特
に
第
二
部
に
お
い
て
は
、誣
告
さ
れ
た
金
方
慶
に
対
し
て
、
洪
茶
丘
が
法
恩
寺
で
執
拗
に
訊
問
す
る
場
面
を
描
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
作
中
の
記
述
の
中
、
第
二
部
に
お
け
る
そ
れ
は
、
先
に
触
れ
た
通
り
『
元
寇
の
新
研
究
』
の
第
八
章
に
詳
し
い
説
明
が
見
ら
れ
る
。
一
方
、
洪
茶
丘
が
伝
え
る
世
祖
の
過
酷
な
要
求
に
つ
い
て
も
、そ
の
内
容
自
体
は
同
書
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
を
洪
茶
丘
が
通
訳
や
使
者
と
し
て
高
麗
側
へ
伝
え
た
と
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、そ
の
部
分
は
井
上
靖
の
創
作
と
言
え
る
。）
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（
高
麗
人
の
血
を
引
き
な
が
ら
、
金
方
慶
に
冷
酷
な
仕
打
ち
を
し
て
い
た
洪
茶
丘
。井
上
靖
は
そ
の
彼
の
口
か
ら
、
さ
ら
に
世
祖
の
過
酷
な
要
求
を
伝
え
さ
せ
る
こ
と
で
、
元
宗
、
忠
烈
王
を
初
め
と
す
る
高
麗
人
の
屈
辱
感
を
表
し
、
小
国
の
苦
悩
を
よ
り
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
「
風
濤
」
連
載
か
ら
遡
る
こ
と
約
十
年
、
井
上
靖
は
西
域
を
舞
台
と
す
る
短
篇
歴
史
小
説
「
異
域
の
人
」（
昭
和
二
十
八
年
七
月
『
群
像
』）
を
発
表
し
て
い
る
。「
後
漢
書
」
を
典
拠
と
し
つ
つ
、
漢
の
西
域
経
営
に
取
り
組
む
班
超
を
主
人
公
に
据
え
た
こ
の
小
説
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
見
ら
れ
る
。
班
超
は
永
平
十
七
年
（
西
紀
七
十
四
年
）、「
西
域
で
は
一
番
の
奥
地
に
あ
る
疏
勒
国
に
使
し
」、
隣
国
亀
茲
の
隷
属
下
よ
り
同
国
を
救
っ
た
。「
故
王
の
兄
の
子
で
あ
る
忠
を
王
位
に
就
け
て
、
以
て
国
民
の
信
望
を
得
た
」。
班
超
は
疏
勒
国
を
「
西
域
経
略
の
足
場
」
と
し
、
長
年
「
疏
勒
国
に
留
ま
っ
た
」。「
班
超
奥
に
あ
る
忠
烈
王
の
心
情
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
高
麗
の
立
場
に
寄
り
添
い
、
解
釈
し
直
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
の
ご
と
く
井
上
靖
は
「
風
濤
」の
創
作
に
あ
た
っ
て
、『
元
寇
の
新
研
究
』
か
ら
得
た
材
料
を
高
麗
の
視
点
か
ら
捉
え
直
し
、
元
宗
、
忠
烈
王
の
内
面
を
描
き
出
し
て
い
る
。
元
宗
は
世
祖
に
懐
柔
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
物
と
し
て
、
忠
烈
王
は
逆
に
世
祖
の
懐
に
入
っ
た
人
物
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
造
形
し
て
い
る
。「
風
濤
」
は
元
の
世
祖
フ
ビ
ラ
イ
に
二
人
の
対
照
的
な
高
麗
王
を
対
置
さ
せ
る
こ
と
で
、
大
国
の
支
配
下
に
お
い
て
圧
制
を
ど
の
よ
う
に
受
け
、
如
何
に
し
て
活
路
を
求
め
て
い
く
の
か
、
そ
の
小
国
の
苦
悩
を
主
要
モ
チ
ー
フ
と
し
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
小
説
と
言
え
よ
う
。
他
に
も
「
風
濤
」
に
は
、
李
蔵
用
、
金
方
慶
、
洪
茶
丘
ら
三
名
が
主
要
人
物
と
し
て
登
場
す
る
。
い
ず
れ
も
「
高
麗
史
」「
元
史
」
に
名
前
が
確
認
さ
れ
、『
元
寇
の
新
研
究
』
で
も
多
数
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
李
蔵
用
と
金
方
慶
は
、
と
も
に
高
麗
王
の
重
臣
で
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
で
小
説
と
史
料
の
具
体
的
な
対
比
は
割
愛
す
る
が
、
井
上
靖
は
彼
ら
二
人
の
人
物
造
形
に
お
い
て
も
元
宗
、
忠
烈
王
と
同
じ
方
法
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
世
祖
の
視
点
に
よ
る
『
元
寇
の
新
研
究
』
の
考
察
を
、
や
は
り
高
麗
側
か
ら
描
き
直
す
形
で
活
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。）
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（
残
る
洪
茶
丘
は
、
高
麗
人
の
血
を
引
き
な
が
ら
も
、
元
で
重
用
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
井
上
靖
は
、
そ
の
洪
茶
丘
に
世
祖
の
通
訳
あ
る
い
は
使
者
を
務
め
さ
せ
、
し
ば
し
ば
世
祖
の
過
酷
な
要
求
を
高
麗
側
の
人
間
に
直
接
伝
え
る
役
割
を
̶ 10 ̶
年
七
月
『
文
芸
春
秋
』）
を
書
く
。
や
は
り
西
域
を
舞
台
に
し
た
短
篇
歴
史
小
説
で
あ
る
。
西
域
の
沙
漠
地
帯
に
実
在
し
た
小
国
・
楼
蘭
に
つ
い
て
、「
史
記
」
に
記
さ
れ
た
断
片
的
な
記
述
を
手
掛
か
り
に
描
い
て
い
る
。）
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（
楼
蘭
の
国
民
は
、
常
に
匈
奴
の
脅
威
に
晒
さ
れ
、
時
に
西
域
経
営
に
手
を
伸
ば
す
漢
の
支
配
下
に
置
か
れ
、い
わ
ば
大
国
と
強
大
な
騎
馬
民
族
の
間
で
翻
弄
さ
れ
て
い
た
。「
風
濤
」
は
小
国
の
苦
悩
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
、
直
接
に
は
こ
の
「
楼
蘭
」
か
ら
受
け
継
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
同
作
を
通
し
て
、
井
上
靖
は
「
異
域
の
人
」
を
書
い
た
時
点
で
は
ま
だ
持
ち
得
な
か
っ
た
、
被
支
配
国
側
に
立
っ
た
視
点
を
獲
得
で
き
た
と
も
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
「
楼
蘭
」
よ
り
約
一
年
を
置
き
、
井
上
靖
は
成
吉
思
汗
の
生
涯
を
描
い
た
「
蒼
き
狼
」（
昭
和
三
十
四
年
十
月
〜
三
十
五
年
七
月
『
文
芸
春
秋
』）
を
連
載
し
た
。
こ
の
作
家
の
長
篇
歴
史
小
説
と
し
て
、「
風
濤
」
の
前
作
に
位
置
し
て
い
る
。
大
岡
昇
平
は
こ
の
「
蒼
き
狼
」
に
対
し
て
、
典
拠
と
小
説
と
の
関
係
を
検
証
し
つ
つ
、「
現
代
的
動
機
の
た
め
に
、
歴
史
を
勝
手
に
改
変
し
」
た
小
説
だ
と
批
判
し
た
（「『
蒼
き
狼
』
は
歴
史
小
説
か
―
常
識
的
文
学
論
⑴
―
」
〈
昭
和
三
十
六
年
一
月
『
群
像
』〉、「
成
吉
思
汗
の
秘
密
―
常
識
的
文
学
論
⑶
―
」
〈
昭
和
三
十
六
年
三
月
『
群
像
』〉）。
い
わ
ゆ
る
〈「
蒼
き
狼
」
論
争
〉
の
発
端
で
あ
る
。
「
風
濤
」
は
こ
の
大
岡
の
批
判
を
意
識
し
て
、〈
歴
史
の
改
変
〉
を
避
け
る
べ
く
、
井
上
靖
が
史
実
重
視
を
徹
底
し
た
小
説
と
言
わ
れ
て
き
た
。
既
に
検
証
し
た
通
り
、「
風
濤
」
に
は
井
上
靖
の
詳
細
な
史
料
調
査
が
認
め
ら
れ
、
結
論
と
は
馬
術
と
弓
に
長
け
た
美
貌
精
悍
な
若
い
国
王
忠
が
好
き
だ
っ
た
。
忠
も
ま
た
班
超
を
徳
と
し
て
好
く
遇
し
た
」。
し
か
し
元
和
元
年
（
西
紀
八
十
四
年
）、
「
多
年
班
超
と
共
に
艱
苦
を
共
に
し
て
来
た
忠
が
叛
い
た
」。「
班
超
に
と
っ
て
、
忠
の
反
抗
は
、
全
く
理
解
し
難
い
夷
狄
人
の
心
で
あ
っ
た
」。
班
超
は
「
忠
を
捕
縛
す
る
や
、
自
ら
刀
を
抜
い
て
そ
の
前
に
立
っ
た
。
曾
て
彼
が
愛
し
た
若
い
旧
主
の
眼
は
憎
悪
に
燃
え
て
い
た
。
何
の
憎
悪
か
判
ら
な
か
っ
た
」。
こ
の
小
説
で
は
、右
の
ご
と
き
物
語
を
主
に
班
超
の
視
点
か
ら
描
い
て
い
る
。
班
超
は
漢
よ
り
西
域
に
派
遣
さ
れ
、
疏
勒
国
を
亀
茲
か
ら
救
い
つ
つ
も
、
そ
の
後
は
属
国
に
し
た
実
は
侵
略
者
で
あ
る
。
従
っ
て
右
に
見
る
疏
勒
国
王
・
忠
の
人
物
像
と
心
情
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
支
配
国
の
立
場
か
ら
一
方
的
な
解
釈
を
表
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
多
年
艱
苦
を
共
に
し
た
忠
の
反
抗
は
、
班
超
に
と
っ
て「
理
解
し
難
い
」事
件
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、被
支
配
国
の
国
王
・
忠
の
側
に
立
て
ば
、
班
超
に
対
す
る
「
憎
悪
」
は
決
し
て
理
解
し
難
い
感
情
で
あ
る
ま
い
。
班
超
は
支
配
者
で
あ
る
故
に
、
忠
の
心
境
を
皮
相
的
に
捉
え
、
そ
の
本
心
を
見
抜
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
来
て
「
風
濤
」
の
モ
チ
ー
フ
は
、
こ
の
「
異
域
の
人
」
の
裏
側
を
描
い
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
よ
う
。
自
国
を
元
の
属
国
に
さ
れ
た
二
人
の
高
麗
王
、
特
に
表
面
上
は
開
剃
・
辮
髪
を
し
て
世
祖
に
従
っ
て
い
た
忠
烈
王
の
内
面
は
、
疏
勒
国
王
・
忠
の
心
の
奥
底
へ
と
踏
み
込
み
、
秘
め
ら
れ
た
「
憎
悪
」
を
露
わ
に
し
た
表
現
と
も
言
い
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
異
域
の
人
」
よ
り
約
五
年
後
、
井
上
靖
は
「
楼
蘭
」（
昭
和
三
十
三
̶ 11 ̶
て
見
え
て
こ
よ
う
。既
に
検
討
し
た
通
り
、井
上
靖
は
こ
の
小
説
に
お
い
て
、『
元
寇
の
新
研
究
』
に
見
る
史
実
を
高
麗
側
の
視
点
か
ら
捉
え
直
し
、
ま
た
同
書
の
考
察
の
一
部
は
自
ら
の
判
断
で
よ
り
適
切
に
解
釈
し
直
す
こ
と
で
、
元
宗
、
忠
烈
王
の
内
面
を
描
き
出
し
て
い
た
。
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
成
功
し
て
い
る
か
賛
否
は
分
か
れ
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
「
風
濤
」
の
内
面
描
写
は
決
し
て
た
だ
な
る
想
像
で
な
く
、
史
料
に
基
づ
い
た
作
家
の
解
釈
、
根
拠
あ
る
想
像
に
拠
っ
て
い
る
。「
蒼
き
狼
」
に
比
す
れ
ば
、
決
し
て
「
安
易
」
で
は
な
く
、
歴
史
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
は
明
ら
か
に
保
証
さ
れ
て
い
よ
う
。
井
上
靖
の
歴
史
小
説
は
、
人
間
心
理
の
表
現
に
つ
い
て
、
肯
定
的
に
は
〈
外
面
描
写
〉
と
い
う
評
価
が
、
否
定
的
に
は
〈
掘
り
下
げ
不
足
〉
と
い
う
批
判
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。）22
（
「
風
濤
」
に
つ
い
て
も
実
は
同
様
の
解
釈
が
一
部
で
下
さ
れ
て
お
り
、
作
品
全
体
を
見
渡
し
た
場
合
な
ら
、
そ
れ
は
そ
の
通
り
で
あ
る
。
だ
が
元
宗
、
忠
烈
王
の
心
情
に
つ
い
て
は
、
当
て
は
ま
ら
な
い
部
分
が
あ
る
。
本
論
に
取
り
上
げ
た
ご
と
く
、「
蒼
き
狼
」
と
は
異
な
る
表
現
を
用
い
て
、
こ
の
作
家
と
し
て
は
意
外
な
く
ら
い
深
く
踏
み
込
ん
で
い
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
根
拠
あ
る
内
面
描
写
こ
そ
、
井
上
靖
が
大
岡
昇
平
の
批
判
を
受
け
て
導
き
出
し
た
新
た
な
表
現
方
法
で
あ
っ
た
。
歴
史
小
説
の
創
作
に
お
い
て
安
易
な
想
像
を
排
除
し
、し
か
も
自
ら
の
モ
チ
ー
フ
も
活
か
さ
ん
と
す
る
、
謙
虚
か
つ
真
摯
な
創
作
姿
勢
が
表
れ
て
い
る
。〈「
蒼
き
狼
」
論
争
〉
へ
の
一
つ
の
回
答
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
異
域
の
人
」、「
楼
蘭
」
を
経
て
、
井
上
靖
は
被
支
配
国
に
寄
り
添
っ
た
視
し
て
は
確
か
に
そ
の
通
り
だ
と
言
え
よ
う
。
だ
が
、
井
上
靖
の
歴
史
小
説
に
お
い
て
史
実
重
視
の
姿
勢
で
執
筆
さ
れ
た
の
は
、「
風
濤
」
が
初
め
て
で
は
な
い
。
例
え
ば「
天
平
の
甍
」で
は
、「
唐
大
和
上
東
征
伝
」を
ベ
ー
ス
に
鑒
真
研
究
者
・
安
藤
更
生
よ
り
様
々
な
助
言
と
史
料
提
供
を
受
け
て
い
た
。「
風
濤
」
は
、
こ
の
よ
う
な
創
作
姿
勢
を
自
ら
踏
襲
し
、
史
実
重
視
を
よ
り
徹
底
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
も
見
ら
れ
る
。
本
当
に
問
題
と
す
べ
き
な
の
は
、
そ
の
史
料
精
査
の
如
何
な
る
部
分
か
ら
、〈「
蒼
き
狼
」
論
争
〉
の
影
響
を
読
み
取
る
か
で
あ
ろ
う
。
大
岡
昇
平
の
「
蒼
き
狼
」
批
判
は
、
井
上
靖
が
「
歴
史
を
勝
手
に
改
変
」
し
た
根
拠
と
し
て
、「
安
易
な
心
理
的
理
由
づ
け
」
を
挙
げ
て
い
る
。「
蒼
き
狼
」
で
は
、
成
吉
思
汗
が
出
生
の
秘
密
を
持
ち
、
モ
ン
ゴ
ル
伝
承
の
〈
蒼
き
狼
〉
を
理
想
と
し
て
、
自
ら
狼
と
な
る
べ
く
大
征
服
を
行
っ
た
と
記
す
。
し
か
し
主
要
典
拠
と
な
っ
た
「
元
朝
秘
史
）
21
（
」
に
は
、
そ
の
心
理
を
裏
付
け
る
明
確
な
証
拠
は
存
し
な
い
と
の
指
摘
で
あ
る
。
そ
の
批
判
の
適
否
は
さ
て
お
い
て
、「
蒼
き
狼
」
の
主
人
公
・
成
吉
思
汗
の
内
面
描
写
に
は
、
井
上
靖
の
主
観
的
な
想
像
が
確
か
に
表
れ
て
い
る
。
例
え
ば
同
作
に
お
い
て
成
吉
思
汗
は
、
自
分
と
同
じ
出
生
の
疑
惑
を
持
つ
長
子
ジ
ュ
チ
に
向
か
っ
て
、「
俺
は
狼
に
な
る
だ
ろ
う
。
お
前
も
狼
に
な
れ
」と
心
の
中
で
語
り
か
け
る
。
こ
れ
な
ど
は
歴
史
上
の
人
物
と
し
て
、
い
さ
さ
か
現
代
的
過
ぎ
る
心
理
描
写
で
あ
り
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
十
分
保
た
れ
て
い
る
と
は
決
し
て
言
え
な
い
。
こ
う
い
っ
た「
蒼
き
狼
」批
判
を
踏
ま
え
て「
風
濤
」を
捉
え
直
し
て
み
る
と
、
元
宗
と
忠
烈
王
の
人
物
造
形
、
特
に
彼
ら
の
内
面
描
写
が
特
別
な
意
味
を
持
っ
̶ 12 ̶
国
民
の
姿
を
追
求
し
た
。「
風
濤
」の
モ
チ
ー
フ
は
、遺
作「
孔
子
」へ
と
連
な
り
、
蔫
薑
と
い
う
語
り
手
を
生
み
出
し
た
こ
と
を
最
後
に
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
注（１
）
肯
定
的
な
立
場
を
挙
げ
れ
ば
、
例
え
ば
小
松
伸
六
が
、「
抑
制
し
き
っ
た
筆
、
ひ
か
え
め
な
潤
色
、
時
空
的
な
も
の
の
小
説
化
」
が
為
さ
れ
て
い
る
故
に
、「『
風
濤
』
は
歴
史
そ
の
も
の
を
描
い
た
歴
史
文
学
の
一
つ
の
極
北
」
と
評
し
て
い
る
（「
井
上
靖
著
『
風
濤
』」、
昭
和
三
十
八
年
十
一
月
十
四
日
『
読
売
新
聞
（
夕
刊
）』）。
否
定
的
な
意
見
と
し
て
は
、
江
原
正
昭
が
、『
風
濤
』
第
一
部
の
発
表
か
ら
間
も
な
く
、「
思
想
を
抜
き
に
し
た
悪
し
き
記
録
主
義
」
の
小
説
と
断
じ
て
い
る
（「
悪
し
き
記
録
主
義
―
井
上
靖
『
風
濤
』〈『
群
像
』
八
月
号
〉
と
朝
鮮
史
―
」、
昭
和
三
十
八
年
九
月
七
日
『
図
書
新
聞
』）。
（
２
）
曾
根
博
義
「
井
上
靖
に
お
け
る
《
歴
史
》」（『
現
代
文
研
究
シ
リ
ー
ズ
16
井
上
靖
』
昭
和
六
十
一
年
五
月
、
尚
学
図
書
）
な
ど
。
（
３
）
松
島
栄
一
「
風
濤
」（
長
谷
川
泉
編
『
井
上
靖
研
究
』
昭
和
四
十
九
年
四
月
、南
窓
社
）
と
熊
木
哲
「
風
濤
」（
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』）
で
は
、
井
上
靖
の
創
作
史
料
に
つ
い
て
作
者
の
発
言
に
基
づ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
特
に
後
者
の
論
文
で
は
、「
風
濤
」
第
二
部
一
章
で
忠
烈
王
が
世
祖
に
栗
の
実
を
献
上
す
る
一
節
（
一
二
五
字
）
を
国
書
刊
行
会
版
『
高
麗
史
』
の
ご
く
短
い
本
文
（
二
十
八
字
）
と
比
較
考
察
し
て
い
る
。
（
４
）
松
島
栄
一
「
風
濤
」
（
５
）
熊
木
哲
「
風
濤
」
（
６
）
川
添
昭
二
は
『
蒙
古
襲
来
研
究
史
論
』（
昭
和
五
十
二
年
二
月
、
雄
山
閣
）
で
、
池
内
宏
『
元
寇
の
新
研
究
』（
昭
和
六
年
八
月
、
東
洋
文
庫
）
に
つ
い
て
、「
元
・
高
麗
側
か
ら
の
ア
ジ
ア
史
的
視
野
に
立
っ
た
研
究
」と
し
て「
昭
和
戦
前
期
」に
お
け
る「
蒙
点
を
既
に
創
り
上
げ
て
い
た
。
そ
の
モ
チ
ー
フ
に
根
拠
あ
る
内
面
描
写
の
方
法
が
相
俟
っ
て
、「
風
濤
」
は
井
上
靖
文
学
の
中
で
も
特
異
な
作
風
を
見
せ
る
歴
史
小
説
と
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
井
上
靖
は
「
風
濤
」
の
創
作
に
あ
た
っ
て
、
池
内
宏
『
元
寇
の
新
研
究
』
を
主
な
依
拠
史
料
と
し
、
一
次
史
料
の
「
高
麗
史
」「
元
史
」
に
も
直
接
当
た
っ
て
不
足
部
分
を
補
っ
て
い
た
。
特
に
『
元
寇
の
新
研
究
』
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
確
認
さ
れ
る
史
実
や
歴
史
解
釈
を
高
麗
側
の
視
点
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
特
に
元
宗
、
忠
烈
王
の
内
面
を
掘
り
下
げ
、
大
国
に
支
配
さ
れ
た
小
国
の
苦
悩
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
た
。
そ
の
心
理
描
写
は
、〈「
蒼
き
狼
」
論
争
〉
に
お
け
る
大
岡
昇
平
の
批
判
を
踏
ま
え
た
井
上
靖
の
新
た
な
表
現
方
法
で
あ
っ
た
。
同
時
に
そ
こ
に
託
さ
れ
た
モ
チ
ー
フ
は
、「
異
域
の
人
」、「
楼
蘭
」
を
通
し
て
深
め
ら
れ
た
、
作
者
の
内
な
る
モ
チ
ー
フ
で
も
あ
っ
た
。
史
実
尊
重
を
徹
底
す
る
中
、
作
家
の
モ
チ
ー
フ
を
独
自
の
方
法
に
よ
っ
て
表
し
、「
風
濤
」
は
井
上
靖
の
歴
史
小
説
に
新
生
面
を
拓
い
た
一
作
と
見
做
せ
る
の
で
あ
る
。
「
風
濤
」
連
載
よ
り
約
二
十
四
年
後
、井
上
靖
は
遺
作
と
な
っ
た
「
孔
子
」（
昭
和
六
十
二
年
六
月
〜
平
成
元
年
五
月
『
新
潮
』）
を
執
筆
し
た
。
作
者
の
論
語
解
釈
を
架
空
の
末
弟
子
・
蔫
薑
の
語
り
を
通
し
て
描
い
た
長
篇
歴
史
小
説
で
あ
る
。
井
上
靖
は
そ
の
蔫
薑
に
つ
い
て
、
楚
、
呉
の
二
大
強
国
に
よ
っ
て
国
を
分
割
さ
れ
、
故
国
を
喪
っ
た
蔡
国
の
民
と
し
て
設
定
し
、
大
国
に
翻
弄
さ
れ
る
小
̶ 13 ̶
出いだ
し
、
伶
官
に
命
じ
て
楽
を
奏
せ
し
む
る
こ
と
竟
日
な
り
。
鷹
坊
・
忽
赤
三
番
連
日
宴
を
設
け
、
又
層
棚
を
宮
中
に
結
び
、
灯
を
燃
や
し
、
且か
つ
伶
人
を
し
て
楽
を
奏
せ
し
む
る
こ
と
曙
に
達
す
。
又
禿
哥
生
け
る
虎
を
押
し
て
至
ら
し
め
、
公
主
園
亭
に
登
り
之
を
観
る
。）」
（
10
）「
あ
と
が
き
」〈
注
（
８
）
に
同
じ
〉。
（
11
）
武
英
殿
本
系
に
つ
い
て
は
上
海
集
成
図
書
公
司
『
欽
定
元
史
』（
一
九
〇
八
年
十
二
月
）
で
、
百
衲
本
系
に
つ
い
て
は
商
務
印
書
館
『
百
衲
本
二
十
四
史
・
元
史
』
の
初
版
（
一
九
三
五
年
十
二
月
）
お
よ
び
縮
印
本
（
一
九
五
八
年
十
二
月
）
で
確
認
し
た
。
（
12
）和
田
清
・
石
原
道
博
編
訳『
旧
唐
書
倭
国
日
本
伝
・
宋
史
日
本
伝
・
元
史
日
本
伝
』（
昭
和
三
十
一
年
九
月
、
岩
波
文
庫
）
で
は
、
こ
の
「
赫
徳
」
に
注
を
付
し
、「
赫
徳
は
も
と
黒
的
に
つ
く
る
。
清
の
乾
隆
帝
の
と
き
改
め
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。
同
書
の
新
訂
版
（
昭
和
六
十
一
年
四
月
、
石
原
道
博
編
訳
）
で
は
、「
赫
徳
」
を
「
黒
的
」
に
改
訂
し
、「
黒
的
は
、
清
の
乾
隆
帝
の
と
き
赫
徳
と
改
め
た
」
と
注
を
付
す
。
熊
木
哲
は
先
掲
の
論
文
で
、
こ
の
新
訂
版
を
参
照
し
、「
風
濤
」
で
の
「
赫
徳
」
表
記
が
「
元
史
」
に
拠
る
こ
と
を
推
察
し
つ
つ
も
断
定
を
避
け
、具
体
的
な
テ
キ
ス
ト
の
考
察
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
（
13
）
神
奈
川
近
代
文
学
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
蔵
書
目
録
参
照
。
な
お
他
の
「
元
史
」
テ
キ
ス
ト
は
同
文
学
館
井
上
靖
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。
井
上
靖
は
「
風
濤
」
の
創
作
に
あ
た
っ
て
、「
東
洋
文
庫
岡
田
英
弘
氏
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
岩
村
忍
氏
、
お
よ
び
そ
の
研
究
室
の
方
々
」
な
ど
、東
洋
史
の
専
門
家
よ
り
助
力
を
得
て
い
た
（「
あ
と
が
き
」〈『
風
濤
』
昭
和
三
十
八
年
十
月
、
講
談
社
〉）。『
欽
定
元
史
』
等
は
彼
ら
か
ら
紹
介
さ
れ
、
借
り
受
け
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。
（
14
）「
元
史
」
は
明
代
の
洪
武
二
年
（
一
三
六
九
）
よ
り
宋
濂
・
王
禕
を
総
裁
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
。
し
か
し
不
備
が
多
く
見
ら
れ
た
故
、民
国
・
柯
邵
忞
は
「
元
史
」
を
補
修
、
改
訂
し
、一
九
一
九
年
に
「
新
元
史
」を
完
成
さ
せ
た
。
神
田
信
夫
・
山
根
幸
夫
編
『
中
国
史
籍
解
題
辞
典
』（
平
成
元
年
九
月
、
燎
原
書
店
）
参
照
。
（
15
）
注
（
11
）
前
出
の
『
欽
定
元
史
』
よ
り
確
認
し
た
。
古
襲
来
研
究
の
最
大
の
成
果
」
で
あ
り
、「
蒙
古
襲
来
研
究
の
金
字
塔
」
だ
と
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
書
と
し
て
の
信
頼
度
も
考
慮
し
、
井
上
靖
は
同
書
を
依
拠
史
料
に
用
い
た
と
言
え
よ
う
。
（
７
）
例
え
ば
「
風
濤
」
第
一
部
一
章
で
は
、
元
宗
が
新
帝
と
し
て
即
位
し
た
世
祖
へ
賀
使
を
送
り
、
次
の
ご
と
き
「
謝
意
を
綴
っ
た
詔
書
」
を
届
け
て
い
る
。「
恩
霊
ノ
汪
洋
タ
ル
寤
寐
ニ
感
悦
ス
。
慈
母
ノ
季
子
ニ
憐
レ
ミ
ヲ
鍾
ム
ル
ト
イ
エ
ド
モ
、
イ
ズ
ク
ン
ゾ
コ
レ
ニ
過
グ
ル
ヲ
能
ク
セ
ン
。
小
臣
ヨ
リ
ヒ
イ
テ
後
孫
ニ
及
ブ
マ
デ
、
死
ヲ
以
テ
報
ユ
ル
ヲ
為
サ
ン
」。
対
し
て
『
元
寇
の
新
研
究
』
第
二
章
「
世
祖
の
高
麗
懐
柔
」
で
は
、
以
下
の
ご
と
き
返
り
点
付
き
の
漢
文
を
引
用
し
て
い
る
。高
麗
が「
世
祖
の
即
位
を
賀
」
し
、「
感
恩
の
意
を
表
し
た
」「
陳
情
表
」
の
一
節
で
あ
る
。「
恩
霊
汪
洋
、
寤
寐
感
悦
、
雖
三
慈
母
鍾
二
憐
於
季
子
一
、過
レ
此
何
能
、自
二
小
臣
一
緜
及
二
於
後
孫
一
、以
レ
死
為
レ
報
」。
（
８
）「
あ
と
が
き
」（『
井
上
靖
歴
史
小
説
集
第
五
巻
』
昭
和
五
十
六
年
十
月
、
岩
波
書
店
）
参
照
。
な
お
国
書
刊
行
版
『
高
麗
史
』
は
三
巻
本
で
、「
明
治
四
十
一
年
十
一
月
発
行
」
は
正
確
に
は
第
一
巻
の
み
が
該
当
す
る
。
第
二
巻
は
四
十
二
年
七
月
、
第
三
巻
は
四
十
二
年
十
月
の
刊
行
で
あ
る
。
（
９
）「
風
濤
」
第
二
部
で
は
、
ク
ツ
ル
ガ
イ
ミ
シ
が
「
高
麗
の
王
宮
の
中
の
生
活
に
少
し
ず
つ
慣
れ
て
行
く
」
よ
う
に
忠
列
王
に
思
わ
せ
た
出
来
事
と
し
て
、
次
の
ご
と
く
描
い
て
い
る
。「
王
は
帰
国
し
て
か
ら
、
公
主
が
自
分
の
入
朝
中
、
毎
夜
の
如
く
内
府
の
楽
器
を
出
し
て
伶
官
に
命
じ
て
楽
を
奏
せ
し
め
て
日
を
追
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
。
宮
中
に
は
層
棚
が
造
ら
れ
、
千
灯
が
点
さ
れ
、
伶
人
の
奏
す
る
楽
の
音
は
暁
に
及
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
生
き
た
虎
を
庭
に
運
ば
せ
、
公
主
は
園
庭
に
登
っ
て
そ
れ
を
見
た
と
い
う
話
も
聞
い
た
」。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
『
高
麗
史
』
巻
八
十
九
列
伝
第
二
「
后
妃
二
・
忠
烈
王
斉
国
大
長
公
主
名
忽
都
魯
掲
里
迷
失
」
に
記
載
さ
れ
た
、
以
下
の
本
文
に
拠
る
も
の
と
言
え
る
。「
五
年
王
在
元
公
主
出
内
府
楽
器
命
伶
官
奏
楽
竟
日
鷹
坊
忽
赤
三
番
連
日
設
宴
又
結
層
棚
于
宮
中
燃
于
灯
且
令
伶
人
奏
楽
達
曙
又
禿
哥
押
生
虎
至
公
主
登
園
亭
観
之
（
五
年
、
王
元
に
在
る
に
、
公
主
内
府
の
楽
器
を
̶ 14 ̶
で
、や
が
て
間
も
な
く
自
分
に
重
大
な
任
務
が
課
せ
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
。（
中
略
）
日
本
征
討
軍
の
発
遣
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
っ
た
」。
こ
れ
ら
の
比
較
に
見
る
ご
と
く
、「
風
濤
」
は
『
元
寇
の
新
研
究
』
の
考
察
を
材
料
に
用
い
つ
つ
も
、
視
点
を
世
祖
か
ら
高
麗
側
に
置
き
換
え
、
李
蔵
用
、
金
方
慶
の
内
面
描
写
と
し
て
活
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
19
）
例
え
ば
「
風
濤
」
第
一
部
二
章
に
お
い
て
、
世
祖
は
高
麗
の
重
臣
・
李
蔵
用
へ
「
怒
声
」
を
発
し
て
命
を
出
し
、
そ
れ
を
洪
茶
丘
が
「
訳
し
て
伝
え
」
て
い
る
。
そ
の
際
、
世
祖
の
命
と
し
て
記
さ
れ
る
本
文
（「
朕
、
爾
が
国
に
、
師
を
出
し
て
戦
を
助
け
る
こ
と
を
命
ぜ
り
」
等
）
は
、『
元
寇
の
新
研
究
』
第
三
章
に
典
拠
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
同
書
に
お
い
て
、
そ
れ
を
洪
茶
丘
が
訳
し
た
と
の
考
察
は
為
さ
れ
て
い
な
い
。
（
20
）『
わ
が
文
学
の
軌
跡
』
参
照
。
（
21
）
井
上
靖
は
「
蒼
き
狼
」（
昭
和
三
十
四
年
十
月
〜
三
十
五
年
七
月
『
文
芸
春
秋
』）
の
創
作
史
料
と
し
て
、
那
珂
通
世
に
よ
る
「
元
朝
秘
史
」
の
訳
注
書
『
成
吉
思
汗
実
録
』
（
昭
和
十
八
年
九
月
、
筑
摩
書
房
）
を
用
い
た
。
井
上
靖
「『
蒼
き
狼
』
の
周
囲
」（
昭
和
三
十
五
年
六
月
『
別
冊
文
芸
春
秋
』）
参
照
。
（
22
）
福
田
宏
年
『
増
補
井
上
靖
評
伝
覚
』（
平
成
三
年
十
月
、
集
英
社
）
第
五
章
「
歴
史
小
説
の
展
開
」
参
照
。
﹇
付
記
﹈
井
上
靖
の
作
品
引
用
は
全
て
新
潮
社
版
『
井
上
靖
全
集
』
全
二
十
八
巻
別
巻
一
（
平
成
七
年
四
月
〜
十
二
年
四
月
）
に
拠
っ
た
。
そ
の
他
の
引
用
文
中
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。「
元
史
」
テ
キ
ス
ト
の
系
列
お
よ
び
国
書
刊
行
会
版
『
高
麗
史
』、
台
北
・
開
明
書
店
版
『
新
元
史
』
の
本
文
訓
読
に
つ
い
て
は
、
別
府
大
学
の
宮
崎
聖
明
准
教
授
（
東
洋
史
）
に
ご
教
示
を
仰
い
だ
。
記
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。
―
た
か
ぎ
・
の
ぶ
ゆ
き
、
別
府
大
学
教
授
―
（
16
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
録
『
わ
が
文
学
の
軌
跡
』（
昭
和
五
十
二
年
四
月
、
中
央
公
論
社
。
聞
き
手
は
篠
田
一
士
、
辻
邦
生
）
と
自
伝
エ
ッ
セ
イ
『
過
ぎ
去
り
し
日
日
』（
昭
和
五
十
二
年
六
月
、
日
本
経
済
新
聞
社
）
で
は
、
井
上
靖
は
件
の
人
名
表
記
に
つ
い
て
、
「
高
麗
史
」に「
赫
徳
」、「
元
史
」に「
黒
的
」と
の
誤
っ
た
説
明
を
し
て
い
る
。
台
北
・
開
明
書
店
版『
新
元
史
』（
一
九
三
五
年
十
二
月
）を
見
る
と
、該
当
の
人
物
名
は「
黒
的
」
に
な
っ
て
い
る
。
井
上
靖
は
武
英
殿
本
『
欽
定
元
史
』
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
開
明
書
店
版
な
ど
「
新
元
史
」
も
参
照
し
て
い
た
故
に
、
か
く
な
る
説
明
の
混
乱
が
生
じ
た
と
も
推
察
で
き
る
。
（
17
）
青
山
公
亮
「
弘
安
の
役
と
高
麗
」（
大
正
十
四
年
十
月
『
史
学
雑
誌
』
第
三
十
六
篇
第
十
号
）
（
18
）
例
え
ば
『
元
寇
の
新
研
究
』
で
は
、
第
四
章
で
林
衍
の
廃
立
と
叛
乱
者
崔
坦
の
蒙
古
へ
の
帰
附
に
関
連
し
て
次
の
よ
う
に
記
す
。「
か
く
し
て
林
衍
を
誅
す
る
為
め
に
準
備
せ
ら
れ
た
蒙
古
の
出
兵
は
、西
京
以
下
の
六
十
城
の
占
領
に
帰
結
し
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
し
か
も
世
祖
は
忙
哥
都
（
注
、
作
中
ト
レ
ン
カ
軍
）
の
東
下
を
以
て
、
林
衍
を
誅
す
る
為
め
の
出
兵
で
あ
る
や
う
に
粧
ひ
、
彼
れ
の
本
意
を
其
の
裏
面
に
隠
さ
う
と
し
た
」。
対
し
て
「
風
濤
」
で
は
、
第
一
部
三
章
で
次
の
よ
う
に
描
く
。「
林
衍
の
為
し
た
廃
立
問
題
を
理
由
に
世
祖
は
高
麗
へ
出
兵
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
う
し
た
世
祖
が
、
た
と
え
不
逞
の
徒
（
注
、
崔
坦
）
で
あ
る
に
せ
よ
、
現
在
そ
の
地
方
の
実
力
者
と
し
て
、
高
麗
の
北
部
一
帯
の
地
を
挙
げ
て
帰
附
を
願
い
出
て
来
た
時
、
ど
う
し
て
そ
れ
を
受
け
入
れ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
併
し
、
李
蔵
用
は
そ
の
考
え
を
口
に
出
さ
な
か
っ
た
。
口
に
出
す
こ
と
が
恐
ろ
し
く
も
あ
り
、
不
吉
に
も
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
」。
ま
た
『
元
寇
の
新
研
究
』
で
は
、
第
七
章
で
「
世
祖
が
方
慶
に
殊
遇
を
加
へ
た
」
こ
と
に
つ
い
て
、「
単
に
耽
羅
征
伐
の
労
に
報
い
た
わ
け
で
は
な
く
」「
更
に
方
慶
を
し
て
（
中
略
）
日
本
征
伐
に
従
事
せ
し
む
る
為
め
で
あ
つ
た
に
ち
が
ひ
な
い
」と
記
す
。
対
し
て「
風
濤
」で
は
、第
一
部
五
章
で
次
の
よ
う
に
描
く
。
「
金
方
慶
は
か
か
る
世
祖
フ
ビ
ラ
イ
の
殊
遇
を
耽
羅
征
伐
の
恩
賞
と
は
受
け
と
ら
な
い
